
作成年月日　平成２３年　６月２８日

部 課

 □利用料金制の採用の有無

　　無し

 １　指定管理者が行う業務の内容および実施状況

 (1)管理業務

　ア　入館者に関すること（案内・説明，連絡調整・情報提供等，入館制限，利用状況，苦情対応）

　イ　施設の維持管理に関すること（清掃，警備，施設・設備保守点検，修繕，備品管理，敷地内管理）

　ウ　その他教育委員会または指定管理者が必要と認める業務（計画・報告等）

 (2)委託事業

　ア　社会教育施設等使用料収納事務委託（文学館使用料の収納事務）

 (3)自主事業

　ア　企画展（「児童書のなかの石川啄木」展，石川啄木直筆資料展，「掌の文学」展，「長谷川四兄弟展」）

　イ　文学の夕べ（6回，特別企画1回）

　ウ　各種講座（自由研究3件，文学講演会，文学紀行，石川啄木連続講座3回）

 ２　市民サービス向上のためのその他の取り組み実績

　ア　広報誌「ステップ・アップ」，ホームページ，施設案内パンフレットによる広報活動，封筒の作成による広報活動

　イ　危機管理体制の整備

　ウ　接遇研修の実施

平成2２年度　指定管理者業務実績シート

教育委員会生涯学習部 中央図書館

 施設名・所在地 　函館市文学館　　函館市末広町22番5号

 設置条例 　函館市文学館条例

 な要件

 設置目的 　郷土ゆかりの文学者の資料を保存し，および展示して教育的配慮の下に市民の利用に供する

　ため

 指定管理者名 　財団法人函館市文化・スポーツ振興財団  指定期間 平成21年4月1日から平成24年3月31日までの3年間

 指定管理者の特別

　建物延床面積1,026,86㎡

 開館時間 　開館時間　4/1～10/31午前9時～午後7時，11/1～3/31午前9時～午後5時

 設置年月 　平成5年4月（大正10年建築，平成元年寄附）  建設費

 構造規模等 　煉瓦および鉄筋コンクリート造陸屋根3階建

 休館日等 　休館日　　年末年始（12/31～1/3），館内整理日（随時）

 料金体系



 ３　市民ニーズの把握の実施状況

　ア　施設利用者アンケートの実施（1階ラウンジ（休憩・閲覧スペース）にアンケート箱を設置）

 ４　施設の利用状況

 　・平成2２年度の月別利用者数 (単位:人)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

894 2,478 1,858 2,043 2,790 2,569 1,423 835 703 679 752 585 17,609

 　・年度別利用者数

※平成2２年度減少理由 ・９月観光客入り込み数の減

・東日本大震災による影響

 ５　指定管理者の収支状況

(単位:円)

収入 委託料

計

支出 人件費

燃料費

光熱水費

委託料

修繕費

その他の支出

計

← 前 期 指 定 期 間 →

平成18年度 平成19年度 平成20年度

利用者数

←当期指定期間→

 平成19年度  平成20年度  平成22年度

平成22年度

利用者数 18,956人 17,992人 17,724人 17,609人

平成21年度

19,153人

←当期指定期間→←前期指定期間→

 平成21年度

21,312,406 22,423,821 17,086,528

812,280 833,988 765,450

39,274,615 39,750,139 34,426,350

39,274,615 39,750,139 34,426,350

37,184,122

37,184,122

21,767,674

709,800

2,390,572 1,324,258 2,545,294

4,265,543 4,546,513 4,542,068

3,224,082 3,323,983 2,873,859

7,269,732 7,297,576 6,613,151

2,649,396

6,674,727

788,550

4,593,975

39,274,615 39,750,139 34,426,350

収支差額 0 0 0

37,184,122

0



 ６　モニタリングの実施状況および指定管理者に対する改善指示等の実施状況

　ア　管理業務実績報告書を毎月提出，事業報告書・財務諸表を年次提出

　イ　利用者アンケートを実施

　ウ　評価シートによる自己評価を実施

 ７　指定管理者に対する評価

 　①　指定管理者の自己評価

 評価

 業務の履行  ■Ａ 　業務の履行にあたっては，協定書を 　今後においても，協定書を遵守し，

 状況  □Ｂ 遵守し，事業計画書または仕様書の水 より一層，事業計画書または仕様書の

 □Ｃ 準以上に行った。 水準以上に業務の履行を行う。

 □Ｄ

 サービスの  ■Ａ 　サービスの質にあっては，協定書を 　今後においても，協定書を遵守し，

 質の状況  □Ｂ 遵守し，事業計画書または仕様書の水 より一層，事業計画書または仕様書の

 □Ｃ 準以上に行った。 水準以上にサービスを行う。

 □Ｄ

 団体の経営  ■Ａ 　財団の経営については，事業収支， 　今後においても，事業収支，経営状

 状況  □Ｂ 経営状況ともに適正に行った。 況ともに，より一層適正に行う。

 □Ｃ

 　②　市の指定管理者に対する実績評価

 評価

 業務の履行  ■Ａ 　業務の履行にあたっては，協定書を 　今後においても，協定書を遵守し，

 状況  □Ｂ 遵守し，事業計画書または仕様書の水 より一層，事業計画書または仕様書の

 □Ｃ 準以上に行われた。 水準以上に業務の履行を行われたい。

 □Ｄ

 サービスの  ■Ａ 　サービスの質にあっては，協定書を 　今後においても，協定書を遵守し，

 質の状況  □Ｂ 遵守し，事業計画書または仕様書の水 より一層，事業計画書または仕様書の

 □Ｃ 準以上に行われた。 水準以上にサービスを行われたい。

 □Ｄ

 団体の経営  ■Ａ 　財団の経営については，事業収支， 　今後においても，事業収支，経営状

 状況  □Ｂ 経営状況ともに適正に行われた。 況ともに，より一層適正に行われたい。

 □Ｃ

　　Ａ　　協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準以上がなされている。

　　（事業収支，経営状況に問題はない）

　　Ｂ　　協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準どおり行われている。

　　（事業収支，経営状況の今後に注意を要する）

　　Ｃ　　協定書の遵守しているが，事業計画書及び仕様書の水準をやや満たしておらず，課題がある。

　　（事業収支，経営状況に早急な改善を要する）

　　Ｄ　　協定書や事業計画書に丌履行がある。または，業務水準を満たしていない。

 区分  評価の内容  課題と今後の対応

 区分  評価の内容  課題と今後の対応


